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衆
議
院
議
員
高
沢
寅
男
君
提
出
計
量
法
の
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
高
沢
寅
男
君
提
出
計
量
法
の
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

計
量
制
度
は
、
貨
幣
制
度
と
と
も
に
、
国
民
の
経
済
社
会
活
動
の
基
本
を
な
す
制
度
で
あ
る
。 

特
に
、
計
量
単
位
を
合
理
的
、
一
元
的
な
制
度
に
よ
り
統
一
す
る
こ
と
は
、
単
に
商
取
引
の
秩
序
を
保
持
す 

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
は
ん
に
、
我
が
国
の
産
業
経
済
、
学
術
文
化
等
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
上
で 

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
計
量
単
位
は
、
貿
易
取
引
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
間
の
経
済
文
化
交
流 

の
円
滑
化
の
た
め
に
も
、
そ
の
統
一
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
一
元
化
の
方
向
で
努
力
が
続
け
ら
れ
て 

い
る
。 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
に
メ
ー
ト
ル
条
約
に
加
盟
し

て
以
来
、
官
民
一
体
と
な
つ
て
、
メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
、
啓
蒙
及
び
計
量
単
位
の
切
換
え
に
努
め
て
き
た
と
こ 



ろ
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
は
、
メ
ー
ト
ル
法
は
国
民
生
活
の
中
に
ほ
ぼ
完
全
に
定
着
し
て
い
る
実
情
に
あ
る 

と
い
え
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
伝
統
的
芸
能
、
芸
術
の
尊
重
及
び
振
興
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ 

る
の
で
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
そ
の
た
め
の
格
段
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と 

と
計
量
法
の
施
行
と
が
直
ち
に
相
い
れ
な
い
も
の
と
は
考
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
計
量
法
は
、
取
引
・
証
明
に 

つ
い
て
尺
貫
法
系
単
位
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
家
庭
生
活
に
用
い
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
文
学
、
芸 

 

能
、
芸
術
、
学
術
等
取
引
・
証
明
に
関
係
な
い
場
合
に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
は
な 

い
た
め
、
こ
れ
が
伝
統
的
文
化
の
破
壊
に
つ
な
が
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

ま
た
、
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
統
一
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
国
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
大
正 

十
三
年
か
ら
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
（
土
地
・
建
物
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
ま
で
、
三
十
五
年
と

い
う
長
期
間
の
猶
予
期
間
を
設
け
た
上
、
尺
貫
法
系
単
位
の
取
引
・
証
明
上
の
計
量
へ
の
使
用
（
カ
ネ
尺
、
ク 

四 

 



 

五 

ジ
ラ
尺
の
販
売
等
を
含
む
。
）
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。 

し
た
が
つ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
と
計
量
単
位
の
国
家
的
統
一
の
重
要
性
、
更
に
は
、
最
近
に
お
け
る 

 

メ
ー
ト
ル
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
深
ま
り
、
そ
の
定
着
状
況
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
、
尺
貫 

法
導
入
の
視
点
か
ら
現
在
の
計
量
制
度
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
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